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研究 ノート

ジャマ イ カの 土着 パ プ テスト 教会

一一~奴隷制社会における黒人のアイデンティティと

キリスト教をめぐって一一一

はじめに

I 担融制社会の特徴とアフリカニズム

E キリメト教の受容と奴蹄解放

国土着r プテストll<会の形成

lV 黒人キリスト教提の苦悩と闘い

はじめに

「剣と十字架Jに象徴されるスベインの植民地

政策により，ジャマイカへ初めてキリス i教が伝

えられたのは，最初の宣教師フランシスコ派修

道士が来島した1512年である。スベインに代わっ

て統治したイギリスの影響で，ジャマイカではプ

ロテスタントが主流となる。帝国臣民のために

面転益の聖職者が当地に派遣されたが，最初の苛

教が来島したのは1824年であった。カリプ海地域

へ非国教会派の福音諸派が最初に到来したのは

1732年，モラヴィア派によってである。ゾャマイ

カへも同派が1754年に先鞭をつけ，その後パプテ
ヅレ，ぜ，"Y7"

スト派が82年，メブディスト派が89年，長老派

が1824年に来島した。キリスト教の福脊伝道が一

応の成果を見るのは1810年以降で，第 lのピーク

は20年代後半とされている。

しかし，ジャマイカの人口の大多数を占める黒

人の多くが受容したキリスト教は，伝達者側が意

図した形態，すなわち西欧のE統派と同一ではな

しなかには土着化して変形した分派も派生し
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た。彼らは福音伝道の開始当初よりパフ・テスト派

に属¥.-，このなかから土着パプテスト教会は形成

された.パプテスト派以外の諸派でも土着化現象

は多様に見られたが，最も顕著であったのが土着

パプテスト派である。支配=抑圧側の白人がもた

らした優越性，絶対性，普遍性を誇るキリスト教

を，被支配三核抑圧側の黒人はいかに解釈し，意

味づけて受容したのか。なぜ多くの黒人はパプテ

スト派を選び，また土着教会を形成したのか。土

着パプテスト教会，また広くキリス l教は黒人に

とって，またクャマイカ社会にkっていかなる機

能を来たしたのか。とれらの疑問を解く重要な鍵

となるのは， ρ ースコヴイソツ(M.J. Herskov誌の

が「文化の焦点J(cultural focus) t呼び強調した

アフリカの宗教的要素惜!l，あるヤはアフリカの

文化遺産「アフリカニズムJ(Africanism)である。

ジャマイカ社会の一大潮流を成すアフリカエズ

ムは，奴隷市i時代より黒人のアイデンティティの

拠り所となってきた。しかL自らの人間性として

の黒人性を否定され，概して「白い神，白いキリ

スト」を強要されがちであった彼らは，その社会

的地位による帯酷な環境もさるこkながら，精神

的にも樋度の苦痛をなめさせられた。本稿の中心

的課題は，その苦痛の源である黒人性とキリスト

教との附係を奴隷ltij社会という状況のなかで把え

也し，黒人の民涙:部勝〉的アイデンテイティや人
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一
種的アイデンティティがいかに絡んで，アフリカ

ニズムを内包する土着パプテスト教会が形成され

発展したかを考察することである。

主に扱う時期は，福昔諸派が伝道を開始してか

ら奴隷解放に至った1830年代までとする。この間，

1807年の奴隷貿易廃止， 34年の奴隷制廃止， 38年

の年季奉公制(apprenticeship)廃止と ジャマイカ社

会は大転換期を迎える。また， 17曲年のタキー

(Tacky)の反乱，65年のコロマンティ (Coromantee)

族の反乱，最後の大規模な奴隷反乱である1831年

のパプテスト戦争など，数々の抵抗が島内随所で

頻繁に発生した。

このいわば激!WJ期のジャマイカ奴隷制社会に

つャて，その特徴を述べ， アフリカユズムの典

型例と Lて邪術と妖術双方を含む呪術オピア

(obeah)と，対抗オピアでありかつ土着パプテス

ト派にも似たマイル(myal)を第I節で紹介するp

またこの時期には社会や文化のクリオ←ノレ(ある

けまクレオノレ)化 (C，伺l岡山n)が発達していった

(院"0クリオーJレ化はプラスクエイト (Edward
Brathwaite)が指摘するように，ジャマイカという

新たな環境のなかで，西欧の白人とアフリカ黒人

双方が接触を通じて， r相Eに」影響し合って変化
しながら独自の社会や文化を形成する過程である

(注"0ただし植民地体制，奴隷制，プランテーシ
ヨン制度の存在ゆえ，黒人は白人の規範に吸収さ

れる傾向があった。

このような社会環境に大きな影響を与えたキリ

スト教がいかに黒人と関わりを持ち受容されたか

を，関係諸派の性格，特徴，伝道方法唯4l在中心に

第E節で述べる。次に第E節で，(黒人〉パプテスト

派および土着パプテスト派の信仰内容(信条〕と制

度的特徴から，教会の姿と役割と発展過程を見，

そこにアフリカエfムと黒人性が介在していたこ

研究ノートー一一一ー

とを考窮する。最後に第JV節で，世界各地内キリ

スト教史に常に登場する迫害がいかに黒人の白人

に対する不信感の増大，そして抵抗へと結びつい

たか，キリスト教や教会のどの部分とアフリカニ

ズムや黒人性とが呼応Lて反乱へ至ったかを述べ

る。

付言すると，ジャマイカでは平和を説くキリス

ト教を信奉して奴隷は反乱に身を投じたが，注目

すべきことは反乱のリーダーが教会のリーダーで

もあったことである。キリスト教の定着以前より

アフリカの諸部族の宗教は変容し土着化しつつあ

ったが， 奴隷の集団的抵抗では宗教や儀礼のリー

ダーが中心的役割を果たした。宗教観や世界観は

抵抗の理由や意味づけに決定的な影響を与えた。

たとえばキリスト教の「救済」は実質上の解放と

解釈されたのである。そしてこのような政治と宗

教が融合した形の抵抗(運動〕は，現代に至るまで

抑圧された黒人下層階級により形成されている

〈注5)。

またこの時期のジャマイカの宗教に関する研究

は多くはなされておらず，日本では皆無に等しい

と言ってよい。

〈注 1) Herskov由. Melville. J.， The Myth 01 

the Negro Past，再版，グロスター〔マサチーーセッ

ツ)， Peter Smith， 1970年， XXVlベージ。彼は「アフ

リカの宗教的要議の純粋ないし再解釈された形盟が，

アフロアメリカ誹χ化において大級に保持されてい

る」と断言している。

〈住2) Brathwaite， Edward K.， The Develop 

ment 01 Creole Society問 JamaiC41770-18却，オ

ヅタスフォード， Clarendon Press， 1971年はその分

析である。ところでシャマイカでは土鑑の原住民アラ

ワタ (Arawak)族は， 植民地時代当初のスペイン人に

よる苛簡な労役や伝染病などのためにほぼ絶滅したの

で，タリオ ール文化はすべて外来の人聞にようて形成

きれたことになる。

(住3) Brathwaite， E. K.， CQntrad~'ctory Omens 

8ラ
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Cultural Diversity and lntegration in the 

Caribbean， キγグストン， Savacou Publications， 

1974年， 11べ-:'/0 

〈住 4) 伝道方法は時期，湯所，対象者，対象者と

の関係，内容などを含む.伝道者と社会，特に奴却制

との聞係も重要である。それらは畳容されたキリスト

教が社会のなかで米たした役割の考療へと結びつ〈。

(注5) 1師6年のそヲント時の反乱， 19拍手代のヘ

ドワード(Bedw町d)運動，そして30年生まれのラスタ

アアリ(R岨凶町1皿)運動もこの糸列に入る.1田5年の

反乱での2人の英雄的人物，畠血の下院高且ゴ ドγ

(George W. Gordon)はパプテスト派，黒人のポ】グ

ル (PaulBogJe)は土着パプテスト教会の牧師であ勺

た.ベドワード (Al回 anderBedward)も土着パプデ

スト歓会の牧師である.ラスタフアリ連動は，エチオ

ピアの故，、イレ・セラ γェI位を神格化ないし揖敬の

対象とする黒人のアフリカ復帰還動で，キリ久ト教的

世界観によって規定されている.ラ'"タフアリア γは

『鳳いイスヲ忌ル人J，rエチオピア人j，r耳のキリス
ト教徒」と自称する。亜動全体を統率するリ グーは

7~".._ "・，

存在せず，運動内郎のさまざまな「援会J，r協会 j
などにリーグー的存在がいる.現在は政教分艇ないし

政治的不干渉の立場をとる者が多い.

I 奴隷制社会の特徴とアフリカニズム

1. 奴強制社会の特徴

ジャマイカ(第1図〉の奴隷制社会C注目は， r人
種的従属と不平等の原理J(注目のうえに成立¥....

18世紀末までには全ての集団の地位関係が形成さ

れていた〈注目。上層に少数の支配階級の白人，広

い底辺に大多数の被支配階級の黒人奴隷，中間に

双方の混血の自由人をはさむ堅固なヒエラルキー

が形成され，人種と肌の色によって社会の内部構

造が決定された。当時四人口について，第l表，

第2表を資料として掲げた。

白人間にも階毅差はあったが.18世紀末までに

人種的団結がますます強調され，それが白人同士

の統合をすすめる要因となってヤた世".白人の
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一
大半は不在地主であり，ジャマイカに滞在する多

くのプランターや商人たちも，砂梼きびでー財産

をつくり，本国に錦を飾ることを願った。彼らは

政治，社会，文化函でも支配者であ~，優越感と偏

見で白人文化を保持¥...，黒人ないし混血文化を鹿

視する傾向があった。彼らの黒人文化に対する無

知や無関心，誤解や曲解は，黒人文化の禁止やそ

れへの排斥行為にまで至った。男性の単身滞在者

が多く，既婚未婚を問わず自由に女性奴隷と性交

渉を持ったため，ムラート (mulat旬白人と黒人の

混血〉をはじめとする多彩な容貌の混血層曜日が

形成された。

混血自由人はその出自ゆえ，白人より劣等の存

在と見なされ，白人と平等の地位を得られなかっ

た。さまざまな不利益を背負った彼らは，白人主

同等の権利の獲得を目標とした。そのため自らに

備わる黒人的要素の排除，黒人文化からの劃脱に

細心の注意を払った。

この混血扇に最も近い奴隷は職人，召使や町の

奴隷で，奴隷のなかのいわば特権階層であった。

奴隷の大多数は随時代替可能で消耗するプランテ

ーション労働力であり，人間としてよりは財産と

して扱われた。彼らは社会の最下層で最も劣等な

存在と見なされ，ほぽ全面的に諸権利を剥奪され

ていた。奴隷法自体もそうであったが，主人の奴

隷への処遇は日とんど砂糖きびからの利害に大き

く左右された惟引。奴織のもたらすアフリカ文化

は奇異，軽蔑ないし憎悪の自で見られ，正当に評

価されることはまずなかった。白人が彼ちと交わ

ることを極力避けていたため，アフリヵ文化が残

存する程度は相対的に高かった。

ある記録によると， 18世紀後半にジャマイカへ

輸入された奴隷数は，年に約3柾旧人から 1方叡別

人を数えた惟".その大半は黄金海岸からのコロ
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第1図 18世紀末のジャマイカ社会 07同年)

(出所) Brathwaite， E. K.， The D.四elotment01 Creole So町eり inJamaica 1770-18却，オッ

クスフォーに Clarendon町田町 1971年，四ページ。

車1表人口推計 (1768-1副4年〉

〈単位.人，かっこ内 %) 

年 i 白人 | 百IÈ~ I自肉黒人! 奴隷 | 計
、 一ー一一一丁一一一一ー1768 I 17，OC剛 3，700

I (9四日 (1. 97) 
1789 I 18.α剛 10，α泊
I (6.4川 印刷)

l町7 I 30，∞α 
1825 28，S(削

1834 I 16 ， 6叫 31.α剛 11 ，α川 310 .以~ 368.6曲
何5岬l但.4111(2叩引但4.1叫I(99田)

国勢調利白人 |混血 |黒川 川
1844 I 15，当竺・四回3，1胡 怜77岨3
(/11)晋') Heuman， Gad J.， BetもveenBlack and 
White: RaceらPoliticsand the Free GQlo問ds
問 Jama同百九 1792-1865，ウエストポート(コネテ
ィカット).G，四nwoooPress， 198日年， 7ペーYo

マンティ族，ベエン湾からのイボ (1(E) boe)族，

そしてマンディンゴ何-!anding，日}族であった世8).

カーティン(Phi1ipD. Curtin)によると， 17日-90

年に「新世界jにイギリスが持ち込んだ奴隷の4

分の1をジャマイカが購入したが，黄金海岸出身

者は80容にのぼった世".第3表はジャマイカ奴

隷の出身地の時系列的推移を示しているが， 18世

紀を通じて 0791年以降を除。黄金海岸出身者，

軍2理人口推計内訳 (1774年〉
(単位.人〉

百

白巧土担問雪宍怨q詩諜f斡i鮪喜鑑宮〉

17，αlO 
邸lO
3，α)() 
2，α)() 

22.500 

剛
一
川
捌

奴
ム
黒

隷
ラート
人

0
4
4
 

7
2
9
 

1
回
目計

A 
ロ 計 193，614 

〈出所) Hall， Douglas，“Absentee-Proprietorship In 
British W田tlndies，" Lambros Comitas; David 
Lowenthal編，Slaves， Free Mm. Citi:uns: West 
Jndian Perspectives. エューヨーク Anchor
Books. 1973年， 127ページ。
(注〉 ロングによる推計oLong， E.， History 01 Ja-
ma，can.第1巻，ロンドン， ln4年， 376ページ以
下。ただし，上記ホールは18世紀商インド社会の人
口推計には大きな幅があることを指摘している(1盟
-127ページλ

特にアカン(Akan)語系諾部族が最も好まれたこ

とがわかる〈釦".

諸部族の特徴も際立ち，コ ロマンティ族は屈強

で自信に満ち，荒々しく反抗的なことで有名であ

87 
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餌3聖 子ャマイカ奴隷の出身地'別人数(1655-1曲7年〉

出 身 地

セネガ ンピア

1'6竺ー701j 1702-酉 11726-回
(単位入，かっこ内%)

師| 計751-75 I 1776-91 11792 
四，7凹

(6451。(70，.，77l叩α549曲) ) ) 3 議|
1(0，α6〉)O 

シエラーレオネ

286，5田5) 
ウインドワー ド梅岸 (1 

2(2，ぽ1M}O 

1 

(:1. 7) 

81，400 
(10.9) 

黄金海岸 2(234，3田8) 3{訂7凹1l 

ベニン商 l(930，5叩5) 163.侠2X11 

21(((27 1 71 1，奴8M)D 
ピアフラ湾

14({71，，αU65MM) ) D O 
中央アフ9カ

l(3l，J7同83回) ) 不明，その他
(0.2) 

計 同，α)() 64，α)() 1盟，収旧

67，3α0) 3 
(39 

47.1曲3) 
(四

24((31328恒35，，，U3以8冊11MM) ) } O O 

18，託9M)0 
(14 

4(945(04，， 55叩2田叫) 

172，日珂 123，1凹

l 

8 5 

17 

1田政)()
(25.5) 

102，800 
(13.8) 
212，似)()
(28.4) 
131，1朗
(17.5) 
1，鋭お
(0.3) 

747，500 

年平均 1.剛 I 2，棚 I 5，100 I 6，900 7，7同 !日吐」旦
(出所) Curtin， Philip D.， The Allm，山 cSlave Trade.-A Census. マディソン， Univers町 ofWisconsin 

Press， 1969年.160ページ。

(注〕 比較のため，たとえば Herskovits，M. J.， The Mμh nf the Negrn Past，再版，グロスター〈マサチ
ューセッツ)， Peter Srnith， 19刊年， 49ベ←ジ Patterson，H.O.， The Sociology 01 Slavery: An Analysis 

qゾtheOrigins， Develo.か>nentand Strllcture 01 Negro Slave SQciety in Jamaica，再版，キングストン，
Sangster's， 1973年， 142ペ}ジも参照されたい.

*ジャマイカに輸入された奴韓(推定概数〕町出身沿岸地域。

った。それと好対照なのがイポ族で，アフリカに

おいて他部族の奴隷になっていたこともあり，お

となしく従順で弱々しかったようである。アカン

語系奴隷の輸入が1791年以降激減したのは，隣の

イスパニオラ島サンドマング(SaintDomingue)で

同年，奴隷の大反乱が起き，ジャマイカのプラン

ターも危棋を感じたためであった〈注目。

奴隷のクリオール化は，熔印を押され，新しい

名前をつけられ，すでにク日オール化された奴隷

の下で見習いとなって過ごす 1-3年の調整(，回

soning)期聞に始まった〈回九しかしそれで全て

の奴隷が馴化されたわ貯ではなかった。すぐに逃

亡しE陵部なEで独自のコミュニティをつくった

黒人も少なくなかった。このようなマルーン

(m'同 00，逃亡担畢〉やさまざまな抵抗，反乱を企

てた黒人の中核は，コロマンティ族や他のアカン

88 

語系諸部族であった。

同じような1ii過にありながらも，奴隷聞の関係

は友好的で団結したものではなかった。確かに奴
ヨシヲプ"ト

隷船の「船仲間」同士の紳はあった。しかし，彼

ら相互のコミュニケーションをなるべく断とうと

する臼人ないし植民地体制による家族，親族，部

族の分断政策は効を奏した。また部族|閤，特にア

カン語系諸部族の排他主義が強<，相互の悪感情

は，個人の昇進などを意図して黒人同士の績のつ

ながりよりもむしろ白人との縦のつながりを重視

させたこともあった。さらに部族差ないし部族の境

界を越えた次元でも，白人に好まれた現地生まれ

のクリオール世田とアフリカ人(1789年には担識の

国車.1815年には描品〉世14)相互の蔑視や不仲もあ

った。クリオーノレ(特に第1，2世代〉奴隷に対す

るアフリカ人の影響力は大きかったがs 新たに来



助したアフリカ人はクリオーノレから「塩水黒人J.

「ギェア烏jなどと呼ばれ軽1J1.されたという。ク

リオールとアフリカ人の民族的，文化的アイデン

ティティ は同一ではなかったのである。

ところでジャマイカ町奴織文化には，部族差は

ありながらも函アフリカ共通の側面があった。 時

聞の経過とともに，その共通文化を基盤に諸部族

の文化が融合し，他方で白人文化も吸収され， い

わゆる土着化過程で独自のクリオール文化が形成

された。それはクりオール社会ジャマイカのアフ

リカエズムとして現在に至る底流となっている。

その典型例として次にオピア世間とマイルを取上

げてみよう。

2 オピアとマイルーーウリオール社会の

アフリカニズム

語源的には諸説があるが，オ ピアはアカン語

“obayi"やトゥイ(Twi)m“bayi"の『妖術JIζ相当

し《出6l.マイルはより不明な点が多いが，儀礼に

お貯る顕著な踊りなEの動きを想像させるトゥイ

蹄“ma"の「押しつける，絞る，圧搾する」とい

った意味から派生した世間と理解されている。オ

ピアは基本的には邪術であると言えるが，ときに

はマイルをも吉めて超自然的観念と行為の全形態

を指すことがある。他方マイルは激t-<回転する

踊りや祖盤の乗り移った状態を指すのに用いられ

る。また双方の実際の行為は類似していた世間。

オピアは他者に危害を与える目的を持った個人

的行為である。依頼人から報酬を受ける専門家と

してのオピアマン(obeahm四)は，クリオールでは

なくアフリカ人がほとんどであり，アフリカの伝

統的知識や知恵が豊富な賢人ないし哲学者的特在

であった。また特に薬草の知織に長けた医者であ

9.それを悪用して敵(白人より奴;隷の方が多かっ

た)に噂を盛ったこともある。 さらに司祭的役割

ー研究 ノートー『ーーーーー

を担った固彼はプランテーション内で最も畏れら

れ，尊敬され，能力や霊力を高〈評価された。彼

は影響力も大きく，コミュニティのリーダー格と

なってャたが，必ずしも好かれてはいなかった。

超自然的力の発揮に関しては死者の復活や「影」

(shadow，魂の部〉 惜別捕えがある。また戦いの

好機を教え，戦士に護符を与え，敵の力を弱める

儀礼を執行した。オピアにより銃弾を貫通させな

い身体になった話も報告されている惟冊。これは

強力なリーグーシップを発縛したマノレーンの女王

ナエー (Nanny)が，イギ日ス軍との戦争で銃弾50

発を受けても平気であったという伝説に通じる。
アーνダ噌 -

ジャマイカ植民地織会の議事録は，彼女がオピ

アウーマンであったと記している世21L またオピ

アの儀礼がマイル ・ダンスで始められたとの報告

もある。

オピアには奴隷聞の犯罪の防止，発見，処罰と

いう機能があった。妖術における非難の対象は，

他人をさしおいて成功し羨望や嫉妬の的になる

者，老人，病人，貧困者，主1立者などの社会的弱

者が多く，彼らを平l1'i化して集団内の緊張関係を

緩和してきた。えてしてオピアの犠牲者は「奴縁

側を最も鴎悪で苛酷な状態で具現化するJ世間老

人やアフリカ人であった.

ところでオピアはキリスト教と全く相反t-.生

命や財産をも危くするという理由で白人に禁止さ

れた。白人の死を願っても想像しても極刑にされ

たが，消滅するどころか秘密裡に行なわれ続けた.

その役割などに変化はありながらも現在まで存続

しているほE生活に不可欠であったが，それ以上

に必要とされたのがマイルであったと言える。

マイルはオピアよりも宗教的世界観や象徴体系

が濃厚に反映される集団を基盤に組織化された

「カルト」であり，信仰治療や物事の改善を目的と

89 
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¥.-.宗教儀礼を強制するものである。ロング(Edward

Long)惜却によると，マイルは1760年代に発展し
γφ』民"

た「新しい集団」であるが，当時はまだキリスト

教が黒人に浸透する前なので，その信仰形態や儀

礼は路部族の宗教の混合と官える。そしてキリス

ト教の浸透過程で，その鯖要素がマイルに部分的

に組入れられ変化していったと思われる(その背景

にはアフ9カ士化や宗教の統ー性ないし共通性「アフリ

カニティ五世.)とキロスト教との親和牲もあった)。 多

くのマイル ・りーダーはドクターと呼ばれ，プラ

ンテーション内の病院小。thou回)で働いた世田。

キリスト教の影響を受けたマイルでは，特Irパ

1':-"・''''-11-." 
プテスト信仰のごつの中心的要素，聖霊の導き

と浸礼が特徴である〈自称「バプテスマのヨハネJ教

会もあった)。神とのコミュエケーション手段であ
ヨ‘.，.，...~ . ~ぽ・{"， ."  

9 .神になり神を体現する聖書ll!'!依を通しての

夢のお告げは，洗礼を受付るための必要前提条件

で，それなしの「再生Jは不可能とされた。また

アフリカの守護震がジャマイカの川にも住み.i5t

礼の儀式が強力な費量〈キリスト教の聖霊と同一視され

る〉を授けると信じられた.一大特徴のマイル・

ダンスにもキヲスト教と共通する「死Jと「再生J

のモチーフは表われるが，かなりアフリカニズム

が混入していた。ゾンピ(zomb同とも呼ばれる死

んだ穂先の霊ないし既知の神により『死Jの状態

に入札想依されている問はその担先ないし神と

な9.託宣を宜べたりする。そして「再生」へと

導かれて意臓が回復する，というー速のパターン

が見られる。

一般的な治療儀礼や対抗オピア的なものでは，

以下のようになる慌時。自称「神の天使Jのマイ

リストの使命は. r来たるベきイエス ・キリスト
のために土地を切り拓くことJ.つま担オピアの

除去であった。オピアの原因物発見のため，ユリ
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の根入りの非アルコール飲料を飲み，歌世間と踊

りに移る。これはたいてい夕方6時すぎから夜中

すぎまで，結集が出るまで幾夜も蹄り続けられ

る.その熱狂と「分離J(d曲。ciation)状態のうち

に，聖霊が埋められた呪物や呪←をか吋た張本人

の所に導く。呪物は掘り出され，犯人は審判を畳

け，告白と機悔の誓いをする.

土着パプテスト派においては世俗化指向が強か

ったが，それ以上にマイリストは現世中心であっ

た。マイルでは「罪Jは邪術とみなされ，神では

なく社会に対する罪とされ，その反社会的要素は

儀礼や公開機侮で除去された借'J).罪人は概して

プランテ←ショ ン内の限られた世界で見つけられ

た。マイリストの大半はクリオール奴隷であった

ため，そのアイデンティティの差異も作用して，

オピアの場合と同様，アフ Hカ人や社会的弱者，

その他ヨ←ロッパ人や混血のヱリート層に罪人候

補の白羽町矢は立てられた。

シューラ-(Moni臼Schuler)によると.1840年

代のマイリストには大天使，天使，牧会天使と 3段

階の身分があった。大天使は予言するリ ーダー格

であり ，その下町天使は幻を語9.オピアを探知

する. 9-20人ほどの集団である牧会天使はマイ

ルへの改宗，呪物の摘出し，影捕えをする。性別，

年齢，既婚未婚を問わずマイリストになれたが，

状況により変動はあった。たとえば青年男子扇町

死亡率が高かった場合，彼らはマイリストになる

傾向があり，一般に規律正しい生活を¥.-.飲酒も

しなかった。対抗オピア行為の時は，頭や腰に続

やハンカチを巻き，杖や液体入りのピンなど犠礼

に必要なものを備えた。彼らの教えが聖書にはな

いことを自認しながらも，キ日スト教的世界観の

前提は神の命令と説明し. r真のバプテスマJ(牧

師らによる受託はEしくないと理解されたので〕を求



めていたという惜"'，

マイリストは抑圧者と同じ人種の伝えたキリス

ト教を全面的に受容はしなかったが，黒人に布教

を依処したパプテスト派の特徴は好んで吸取し

た。そこには部族的排他主義を超えた人種的アイ

デンティティと，クリオール独特の折衷的だが柔

軟な思考擁式を見ることができょう。

(tt 1) その性世についてのー終的合立はないが，

以下は著名公社会学宕の百定的且解である。 rあまり
にもその統合性に織まりが匂いので，社会と呼ぶこと

さえ踊隠する.うま〈総織されてい右手いJ陣取のシステ

ムにすさないからである. ジャマイカは一つの生

体的弘社会システムというよりは，自律的なプランテ

ーγ ，ンの集合体と見た方が当っているJ(Patterson， 

H. Orlando， The 品ciolQgy 01 Sl田 'i!ry: An 
Analysis 01 the Origins， D四 uotment Qlld 
Struc仰向。'1Negro Slave Society in Jamaica， N 
!!i.キγグストソ， Sangs胞内.1凹3年.70ページ。

Ot2】 Goveia，EI臼 V.，Slave Society ill the 

British Leeward Islands at the End 01 the 
Eighteenth Century. :":>.ーへプン.Yale University 

p"由民 1揖51fo

(佳3) Govein， E. V"，“Introduction，" Savacou， 

ll!1巻第 1'>.1970年6月 3ペーミ3.

〈世4) 向上.

〈注5) ムヲートと無人との醒血は "sam加ヘムラ

ート女性と白人との毘血は“quadroonヘ“quadroon"

(あるいは純粋イ γデ4アン〉と白人との子は"mus-

tce"，それと白人との下は 叶nU!ltiph山" その次の世

代は“quintroon"，その次は“。ctroon"と額jJ1Jされて

いたoMarly; or a Planter's L~ρ ;n JlWlsica (筆

者不明).グラスゴー，Gri悶nand Co.， 1828年.1田

ベーシの脚t~G

(住6) 1763年までに，他のイギリス額商インド諸

島躍の金合計よりもさらに多い砂継を，ジャマイカで

i'I'.した.なお18健紀の叙措法に聞しては Goveia，E 

V.・Westlndian SI，即 eLaws 01 the 18th C.四tury，
Chapters in C町 ibbeanHistory. No. 2， バルバド

ス.Caribbean Unlversiti剖町田'. 1町'01宇が詳しい.

(it 7 ) Patterson，前掲轡，却9-292へ ν. 

(控8) BJack， Clinton V.， Hisωry o[ Jamai叫

研究ノー トーーーー-

得証.ソド~. Colli国Sangster，1979年.1闇ペー

ミ'.
〈世9) Curtin， Phi¥ip 0.， The Atlantic Slave 

Trade: A Cellsus，マディソ γ.U即時間tyof Wis 

consin Pr由民 1969年. 161ページ.

(注10) パタ'/:/による e.1655.....70年前半はガー

ナ治時のアカンやガ=アンダ Y グメ(Ga-Andangme)

閣候〈これらの多くは東カリプから活られてきたもの

で，すでに曾暗や行為パ夕日ンも含めて調整され，タ

リオール奴J措社会の中核にうま〈配置されたという).

1675-17曲年はアγゴラや〆ホメ のι ウ:J.(Ewe)脹.

17<∞-3Q1f-は奴繍海帰.~いでガ ナ(うち半量はア

カY桜， ガ=アンダンダメ篠). 17却向日与はガーナ

(3分の2は拠地より. 3分の1はアカ γ盟系のフア

yテ..(Fanti)侠). 次いでニジ zール同やグロス・デ

ルタ地帯(4分の3はイポ疾).その後17田空手までは同

様の傾向にあり，ナイジヱリアが噌え，次にガーナ出

身者が多い， 17朗-1叡l5年は南西77リカ，特にコ γ

ゴ地方が主となる， P.由 Z回 n.前褐書，第v，主.
(注目) Curtin，前鍋5.161ページ.
(注12) Brathwa出 ，The Develo.ρme叫 01.......
四8ペー九

〈注目〉 アヲリカ人の3倍の自民段がつけられてい

た.同上機 164ページ.

(tJoI4) 悶c.
(住15) オピアあるいはオビ〔“。bi")は同名でガイア

ナ， :;.. 9ナム 7 ヲYスliIlギアナのプッ γ 晶・ネグロ

(bu由 n暗<0)ゃ，、イチ鳳人の聞でも見られる.またオ

ピアはマイルと世同されて使用されることがある.

(注16) Patter国民前鑓書 1師-1師ベーシ，

Barrett， Leonard E.， The Sun and the Drum 
Alrjcan R帥 tsin Jamaican Folk Tradition，キン

ダストン.SangsterfHeineman， 1肘6屯 69ページ，
Cassidy， Frederick G.; R. B. Le Page， Dictionary 

ザ JamaicanEnglish，再販，ヶ γプリッジ，Cam 

bridge University Pr，田s，19曲年.3部 -327ベーシ.

(住17) Barrett，同上書.25ペーゾa

(注18) オピアが繁止されたニとから黒人が防割策

としてマイルと呼んだとも推測される。 Cassidy;Le 

Page，前掲担}，

(住19) アフリカでは，生存中は修として現われる

と信じられている.νャマイヵでは現在，死置公どと

毘同されている.同上議 403ぺ :/0 

9' 
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(注20) Long， Edward， The History 01 Jamaica， 

or， General Survey 01 thc Ancient and Modern 

State of that lsland. 第2巻， ロンド ン.Frank 

Cass， 1970年， 417へャシ。

〔注目) Mathurine， Lucille， '/マheR.ebel lVoman 

in the British l日Vutlndies dllrillg Slavery，キン

グスト γ，lnstitute of lamaica， 1975年， 34ヘシe

01:22) Patterson，前掲書， 193ベジ.
u子23) 依は下院議長も務め，また植民地梅事裁判
所判事でもあうた。 12年間の νャマイカ機在をもとに

悲したTheHistory ~ゾ Jamaica...... ， 全 2 巻の大争時

により，厩史家としてよ〈気lられている。

(注24) M町 uct，1acque~ 札 10an Rayfield;tR.， 

Afri岬 nity:7百eCultural UlIity of B/ack Africa， 

P ントン.Oxford University Press， 1972年。

((125) Schuler， Monica，“Al田 ，Alas， KO!lgo" 

A Socia1 History of lndenturcd AfricaTl llllmi 

gratioll into Jamaica. 1841-1865， ;f:ルチモア，

10hns Hopkins Univcrsity P同町 19田平，136ペー

ν. ほ とんど の担鴻は同じ!.I.~人の臣者でないと機が っ

た。

(自 2前 向上官 41-42ぺーン。

(ll27) 宜教師たちによって紹介されたプロテスタ

ント(特にパプテスト派〉のZ賛美歌とアアリカ背来との

担合形態であろっ。初期はドヲムやガラガラなしであ

ったが， 19:却年代には使用されていた..1920年代の鮒

牢は，Beckwith， Martha W.， Black Roadways: A 

Study 01 Jamaican Folk Lij告，チャペルヒル，Uni 

versity of North Carolina Press， 1929年， 148-149 

ベー ゾ，。

(it28) Schuler，副j掲古， 36ぺ-Y"

(1十29) 同上諸 41ぺ -Y。

E キリスト教の受年半と奴隷解放

1 福音派到来以前の状況

ジャマイカにおいては，福音派到来以前は黒人

の問にキリスト教が根付いているとは言い難い状

況であった。国教会の聖職者のなかにはすぐれた

司教や勤勉な牧師もいたが〈注目，不慣れな気候，

風土病，伝染病などによる高い死亡率，開拓者や

92 

プランター，商人ちの宗教的無関心，薄給など悪

条件のそろった西インド諸島世引に来たがる者は

少なかった。ロングやナポレオン戦争時のジャマ

イカ総督であったヌーヅヱン卜 (GeorgeNugent) 

の妻(MariaNugent)の日記なEにも記されている

ように，聖職者の多〈は 「淫らで酒好き，賭けご

とに熱中L-，不正行為にふけり，福音の使者より

は塩清け魚の小売商や私排治の甲板長としての方

が合っていた」惜3)。給料を使って公然左不正取

引をする牧師もいた。社会全体に蔓延する道徳心

の低下や宗教無視の状態に，むしろ同調する傾向

さえ見られた。そのありさまは，柄膏派の聖職者

の眼から見るとまるで「地上の地獄」であった(淀川

という。

奴隷が生産手段，廉価な動産，そして好色の対

象としてしか顧みられなかった以上，宗教的憐み

の対象とはなり得なかった。また同教会はあくま

で国家の一機関であり，望ましい教会としての使

命をほとんど果たしていなかった。その有名無実

と化した白人の宗教と教会の姿は，黒人に観察さ

れていた。少数の良心的な主人に連れられて礼拝

に出席したり，教理の手ほどきを受けた奴隷もい

た。ヌージヱント総督夫人もキリスト教徒と Lて

公教要理集を教えたり， r結婚JL-r規律正しし、
生活JIr送るよう訓戒したり，あるいは洗礼を受

けた黒人のために祈ったことなどを記 Lている

曜日。 しかし多くの奴隷にとってキリスト教は，

あくまで専横的で無慈悲な，そして力ある支配者

の宗教であったと言える。そしてキリストの福音

の伝達という本来のキリスト教の使命から隔たっ

た困教会に挑戦する形で埜場したのが福音諸派で

あり，特に奴隷への福音町浸透は，彼らの貢献を

待たねばならなかった。
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車2図 ジャマイカの伝道所 (1田4年〉
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一Cltl所) Turner， Mary， SI町出削dMissionaries: The D山 Iltegratiolt01 Jamai臼 11Sla叩
Soaety， 1787-1834，アーバナ， University of I1linois Pr昌弘 1982年，巷顕ページよりの簡略化.

第4費 福普派の到来(1732-1由。々〉

司 王一五丁 ii:τ 地

1754 1モラグィア派|セント ・エりザベス教区
17821 バプテスト派 lキングストン
1789 1メソディスト派 lキングス トン
げ虫 lメソディスト派 |スパユッシュ タウン
1791 1パプテスト派lセント ~:;r.ームズ教区

1剖21メソディスト派|そラント ベイ
1814 1パプテスト派|ファルマス
1817 1メソディスト派 |セント アン教区
18日81メソディスト派|ファルマス，オチョ ーリオス
1819 1メYディスト派|モンテゴベイ
1副91パプテスト派 |スパニッシュ ・タウン

1824 1メソディスト派 |クラレンドン教区
1824 1パプテスト派|セント ・メアリー教区
1824 1長 老 派 |セントデェームズ教区
1826 1メソディスト源 lポート ・アントニオ
18261バプテスト派 |ウエストモアランド鞍R
1世71長 老 派 |ルシア.ポート・マリγ
18昂 |パプテスト派 |セント トマス教区
1829 1メソディスト派 |ルシア
1829 1パプテスト派 |ルシア
18291，毘 者 派|トレローニー教区
1830ピ三三スト派 |プラクンズタウン

日H所) 0.出rne，Fr曲目 Gcoffr町 Johnston，
C叫 stlalldsalld lslands: First Thou，ゆtson 
ClJribbtan Church Hutoツ， キングストン，
United Theo!ogical Co¥lcgc of the West Indies， 
1972年，57ペー子.

2 福音源の到来とその特徴

第4去はジャマイカにおける領音諸派の初期の

拡がりを，第2図は奴隷帝1が廃止された1834年時

点での伝道所の拡がりを示したものである。ここ

ではそラずィア派，長老派，メソディスト派，バ

プテス ト派のジャマイカでの特徴を簡単に紹介す

るにとどめる。

モラグィア派や長老派の初期の宣教の特徴はプ

ランターの招勝で始められた点にあり，プランテ

ーション奴隷を対畿とした。そラヴィア派はセン

ト・エリザベスから後にマンチェスター，ウェス

トモアランド各教区に拡がった。 1754年以降は不

成功だったプランテーンョン購入 ・経営方式によ

る伝道活動を改め，小規模な自由地の保有と外国

からの援助に依存して活動した。しかし内輪もめ

や宣教師の死，また時期的にも伝道の成果を見に

くかったことも原因で，50年l聞に5カ所の伝道所，

2∞人未満の塑体拝領者， 1830年代半ばまでにも

22C白人の教会員を獲得したにとどまった他的。

長老派はセント ・ジェームfからハノーゲァー.

セント ・メアりー各教区と北部を中心に伝道所在

設けるが， 1834年までに来島した5人の宣教師の

うち2人が町で， 3人は農村で伝道Lた。モラ ''1

ィア派ほど農村中心主義ではないが，メソディス

ト派やパプテスト派ほど都市部中心型でもなかっ

た。国教会が宣教郁門として国教宣教会(CMS)を
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設置したと同織，長老派はスコットランド宣教会

(SMS)を通して黒人への伝道を試みた曜7)。長老

派会衆の大部分は混血自由人で若干白人も混ざっ

ていたが.1830年代半ばまでに11∞人の会員を得

たにすぎなかった惜・L

今日 l'至るまで主流を占めるメソディスト派と

パプテスト派は.混血自由人の改宗によって始め

られた。人口の大半を占める鳥人や混血層の聞で

やがて支持を集め，そのため白人，特にプランタ

ーや他教派〈主に同教企)から敵視され，迫害も受

けた.奴織解放後現在に至るまで，メソディスト

派は混血周一中流階級，パプテスト派は黒人層ー

下層階級と強く結びついてきた。

メツディスト派は3人の白人と 5人のアメリカ

からの自向黒人によって伝道を始めた。 25年間キ

ングストンを中心とし惜別.1815年以降は他の町

内も進出し.20年までに B カ所の伝道所を作~ . 

3()年までには12カ所に地えた。キング'ストン他9

カ所では混血自由人により，他ではフ・ランターや

軍の協力でそれらは開設された〈出町 主にスタッ

プの欠如，彼らの自立化志向による財政難，土地

硝保の容易さなどにより，どの教派よりも都市部

志向が強かった哨11)0 その結果，混血自由人や白

人が引寄せられた。同派は信徒伝道師による巡回

説教方式を採っていたが 1人でカパーする範囲

は広大で悶難をきわめた。しかし1830年代までに

は全島に伝道所も拡強して島内最大の非国教会員

を有1.-.1830年代半ばには 1万28曲人の会員を擁

するに至った惜12)0

「黒人の友」とまで呼ばれたバプテスト派は，

教会数や会員数などにおいて最も成功した。特定

人物や宗教運動にその起源を持たず信仰上の確信

により形成された教派だけに，個人の信仰体験

は生かされ重視された。説教師も会衆も大部分が
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黒人であり惜13>，下層階級を中心に拡張した。ま

たメソディスト派同機，都市部中心に伝道が行な

われた。白人パプテスト派は，会衆の噌大で布教

の手が回らなくなった黒人教会の要請で1814年に

来島する.個人的解釈への寛容，緩やかな管理と

各個教会独立主義というパプテスト派の特徴は，

土着化して「主統派」と分離してゆく土着バプテ

スト教会の成長，分派形成，そして衰退の原因 ・

背最にもなった.また同教会からは数々の奴隷反

乱の首謀者が生まれた。バプテスト派は1831年に

はメソディスト派を上回る信者を集め.3()年代半

ばまでには l万6庇旧人〈住!4).45年には3万4α旧人

世山を数えるに至った。

3. 奴穂市jとの関わり

キりスト教的博愛主義および人道主義の倫理観
''''''1'''''''-

は. 173()年代後半のイギリスでの信仰復興運動に

よって特に強くなり，黒人奴識に対する憐れみも

地大した。確かにキリスト教界のなかで奴諸制を

めぐってさまざまな意見が渦巻ヤていた1-.奴隷

制反対や廃止運動に至る道は遠かったが，それで

も数多くのキリスト教徒の果たした役割はきわめ

て大きかった惜刷。

プランターの利害の代弁者でもあったジャマイ

カ植民地議会は，本国とは異なった意向や主張を

持ち，こと奴事長問題に関しては本国下院の干渉を

嫌った.やがて本国の意思決定に従ってゆくのは，

縫民地の経済的危樟世間を自覚したからである。

経務的斜陽の影が漉くなるにつれ，本国内の人道

主義者たちの奴主主貿品，ひいては奴議制自体の廃

止を唱える戸はいよいよ強まったo 1787年に奴

隷貿晶廃止実行協会がクラ ークソン (Thom同

Clnrk田 n)やトーリ一党議員ウィルパーフォース

(Wi¥liam Wilberfo問，)倍18)たちにより組織されて

から，奴隷lIi<J反対キャンベーンは確聞たるものに



なる。 1別7年の奴隷貿易廃止は，彼らの働きによ

るところが大きかった。また.1823年には fイギ

リス領土全体で奴隷制を緩和し漸次廃止するため

の協会Jがウイノレパーフォースの後継者パクスト

ン (ThomasBuxton)在中心と Lて組織された。牧

師の息子シャープ(GrruwilleShar戸)や上記の人び

とはその功績を買われて「聖人」と呼ばれ，また

奴隷解放後黒人がつくったジャマイカの村落名と

しても人びとに記憶されてし、る惟則。

クャマイカの福音諸派の動きは主に本国の流れ

に沿ったものであった。奴隷制との関係がクャマ

イカの宣教史を形作ったとさえ言える世加。当初

宣教師は奴議制とヤう政治的問題には中立の立場

をとり. r救済」は個人の魂に限定された。所与
の社会をそのまま享受すべきで，世俗的な事柄に

関与すべきでなく，政治的見解の表明，まして奴

隷制への反対表明は雷語道断とされたのである

岨20
0 しかし島内の事情に明るい宣教師たちは原

則的には奴隷制に反対し， ν、かに廃止すべきかに

腐心していた。やがて奴隷制自体を罪と見なし，パ

プテスト派は即時廃止，メソディスト派は漸進主

義に傾いてゆく世間。ただ宣教師は1832年(廃止

法案通過の前年〕までは遊説を行なわず，むしろ宗

教の自由の方が関心事であったという唱加。

駒内のメソディスト派は最も不安定な立場にあ

った。信徒の多くは混血自由人で，彼らの主な指

向が白人層への接近，黒人層との軍離であったた

めである。彼らは結婚などを通して白人と結びつ

き，プランターの利害や立場に同調し，現状維持

派は少なくなかった。他方，混血であるがための

社会的不利益や諸制度への不満をぶつけ始めてい

たため，不穏分子扱いを受けた。そのためメツデ

ィスト派宣教師も不当に非難されることがあった

のである。

』←』←』ー研究ノ ート

ところで奴隷解放以前はEの教派，教会もプラ

ンターのサポートを何らかの形で必要とせざるを

得なかった。聖職者の奴隷h の接近，ま Lて説教

は，所有主の許可無しには不可能であった。他方

プランターは，ジャマイカ政府に働きかけ，伝道

活動を弾圧することもできた。多くの利害が真向

から衝突し，死を決しての奴隷反乱が随所で頻発

してヤた社会状況下で，宣教師が奴隷制に対して

いかなる立場を表明するかは，後述するように迫

害の問題も絡んで死活問題とも言えた。ただνか

に批判を浴びようとも，彼らは伝道活動を通L

て認められ，黒人の解放者とさえ見なされる傾向

があった。奴隷制廃止と年季奉公申lの開始を告げ

る18:百年8月1日には他国，全島日とんどの教会

や伝道所は，何千人もの参会者で溢れていたとい

う。 ν、かに黒人が教会なヤし聖職者へ大きな期待

を寄せたかうかがい知ることができるのである。

〈世 1) ，ト ラー (Butler)，バータリー(Berkly)，

ポーテウス(B.Porteus)，ウォーパートン(Warburton)，

ρ ンレイ (Hanley)，バージヱス(Burg田，)司教たち，そ

してジ舗~ .ウ ヱスレイの父(牧師〉が指げられる。

(校 2) 給料は決して悪〈はなかったが，ジ+マイ

カでは1748年(バルρ ドλ他では1即7年〕にやっと駒

内大蔵省から直鯵支払われるようになった。初期はと

りわけ待遇が懇<.特に P ワ ド諸島では税総への

強し叶、前があった..Osborne， Fr印刷 J.;Geoffrey 

John5ton， C岨 stlandsand lslan申 FirstThou 

ghts on Caribbean Church HistQry，キγグス トソ，

Unit吋 TheologicalCol1ege of the West Indies， 

1972年， 3ベ}ジ.
(芭3) “Religion in Jama比九a，"Jamaica lnforma 

tion Service， Fact Shcet No. 7，キングストン.1ベ

シ〈出版社名，担行年なし)0

(&: 4) Phil1ippo， James， Jamaica: lts Past antl 

Present Si臼".再版，ウエストt¥'-ト(ヲネティカッ

ト)， Negro Universities Press， 1970年.132ベ F ジ.

(首，5)、N"right， PhiHp編.Lady Nugenrs Jour-
lIal.-Jamaica One Hundred 41ld Thirty Eight 

Years Ago， キγ グストン.lnstitute of Jamaica， 

1弼6年.38. 103， 215. 242ページ他。 輯督自身シ t
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マイカ社会の宗教的「盟務Jに心を痛め，改革訟を考

えたり， ロンドン司教によ りまし'.人物を送るよう型

附した。

(注6) Osborne; johnston，前縮機， 44-46， 48 

~田.56ページ.

(注7) 1800年に"'1換を醐蛤したSMSは40年に茨

唱し.19世紀ジャマイカにおける長老派の立教活動は

迎合長老派スコットランド級会 (UPCS)の指噂下で続

けられた.

〈住8) Osbome; Johnslon，前倒訴， 55-56ベー

ジ.

〔注9) その間七 γ ト トマス ・イγ・ザ・ヴzイ

ル Aバ"ツシ 5 ・タウン..ヲント ベイにも背労

して進出している。

〈注10) 混血自白人によるのはその他スパ zッシ

込・タウ γ，グレイト 7ル ヒル，ポート ・ロ イヤル，

マンチオニール，サグァン j ・ラ・マー.J1rvア，ォ

チ， ・リオス..ヲ γ ト・ベイである.プランターに

よるのはバλ，フ γルマス-<::.-'ト ・アン教18:.:iJl.に

よるのはポート 田アy トユオ，そンテプ ーベイ，スト

-.::ー ヒルであった ("".2回参閉〉。

{住11) モラヴィア派や長老派も同じ剛鍍にi底面し

ていたが，プヲンタ のl<(ま〈れに左右されるような

伝道に限界があって当俄であった.

(往12) Osbornc; Johnston，前縄&.'5-46. 49 

-51. 55ベジ.

(tU3) 会*のなかで出取の割合は，メソデ 4スト

派が 4分の 11こ対して，パプテス争派は多くて10分の

lfol皮だったようである.

(tを14) Osbome; Johnslon， i~j鍋由.56ペ ージ.

ただ l.カーテ<~は 1831 年に的 1 万としている.

Curtin， P. D.， Two Jamai叫 s:The RQte 0.ゾldeasI1J 

a Trot;cal Coltmy， 1830-1860，再販，ニ a 一'ータ.

Atheneum， 1975年.162ページ.

〈詰 15) 向上.

〈住16) 特にイギリス本国のタクエーカー派は位和J

に奴持制を非賎し.1724年舶会で叙措制反対決講を出

し. 58~1ーには教徒主且に叙織世晶との聞わりを断つよ

う??倍l.さらに61年には買品多加者は畿門すると宜
倍した.ちなみに絞らの前術畑はNi造業者.銀行家，

緩鉄S駆者，拡業所主などE農業Ij>.命の組い手の先鋒であ

り，同じ〈奴且制反対泊者のアダム・スミスの見解も

認識していた.またタウェーヵ 派に緩いてメソディ

スト派も匠対を唱え.1774年にはJ・ウヱス レ の『叙
期目品に関する考察.D(Thoughts 011 S/averツ， ロン

ドン.1774年〉も /11服された.

(tU7) 叙主主貨品廃止以降，労働力費用のよ外，他
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の叙線館砂糖プランテ -y.γ(特にキューパ〉やヨ

ーロッパ産甜菜時との悦q.などにより，採算がとれな

〈な勺てい<0 18却年代半ばより.I>!乏を訴えるプラ

ンタ の戸はきわめて強〈なった.

(注18) ピット (Pitt)首相のま人であり回数会員.

彼が1789年.121)'1 U の叙純白勢反対提案をし，似主主制
反対キャンベ-~の小冊子を惨いたことは布名。“An

Appeal to the Re!igion， Justice，阻dHumaruty of 

the lnhabitants of the British EmpIre， in Behalf 

of the Negro Slav出 oIthe W.田 tIndies"(1823句).

0"1:19) Phillippo，附摘裕.229ベー'.
(住田) Turner. Mary， Slaves and Missionaries 
Thc D山 ntegration01 Jamaican Slavc S.岡崎'.
/787-1834，アーパナ，Univcrsity of IIlinois P同額.

1回2年. 196へ日 h

(tJ:2l) Osbomc; John~ton，前出世. 67-69ペー

ν. 

(註22) をフヴ-17"，-や長老保は沈黙することが多

か勺たようである。

(注23) 0品。mc;Joh田 lon，lliJf昌鎚.71ベーシ.

(!t24) 実質上は. ~:!幹事公制の終泌を告げた1回8

$~ 8月 11.1がαの解放日であ勺た。

皿土着パプテスト教会岨けの形成

多くの著書は土着パプテストと黒人ノξプテスト

とを同一視l.マイルとは別のものとしている。

これらに詳しいンユーラー〈注目はマイルとも区別

せず「マイJレ」で総称している.筆者は3者の区

別が困難であることを認めるが， ターナ一匹."1'

Tumer) (注目と同禄に3者を区別する。本稿で首

うJ黒人パプテストは白人パプテストに対比する呼

称で，黒人により始められ黒人主体の「正統派」

である。同派が土着化したものが土着パプテスト

で，その信条，信仰形態や制度面なEにアフリカ

エズムの根強い影響が見られる。

1 黒人パプテスト鞍舎の形成

，'M人パプテスト教会の祖は，アメリカの櫛民地

グァージニアで1750年頃生まれた元黒人奴隷ライ

ノレ(しeorgeLielc. 17田ω1826年〉である。奴識であ



る父親の厚い信仰を受け継ぎ，幼少より神を畏れ

て育った。ライノレの主人はバプテスト教会の執事

で，そこで説教を聞き， 1774年ι明確な改宗をし

た。奴隷仲間にキリスト教の手間どきをし，また

教会員の前でも説教をしてその資質を示し，教会

から説教することを認可される。彼は1779年にア

メリカで最初の鳥人教会をジョージアのサヴァン

ナに設立した。そのころまでに説教に専念できる

ようにと与えられていた自由の身分が，主人の死

により保証されな〈なり，彼は17回年に家族を伴

ってイギリス人将校についてジャマイカに来島し

た。その将校の推薦により，総督キャンベル

(Archibald Campbell)のもとで2年間キングス ト

ンで年季奉公をした後，家族ともども自由の身と

なり，行商をしながら説教をしたという。

ライルはキングストン周辺での野外説教を1784

年に始め，やがて8∞人を超す聴衆を集めてゆく。

聴衆のほとんどは奴隷であったが，数人の熱心な

白人も混ざり，1793年のエチオピアン・パプテスト

教会の建設にも貢献した。同教会は17伺年代初頭

より拡大の一途を辿V，1会員世"のもとに1802

年までにキ〆ク'ストンに第2教会を建設し， 5冊

人から 7∞人の会員を擁した。このときまでにラ

イノレの教会も5∞人以上になっていた。彼は黒人

の間ではメシアと呼ばれるほど人望も厚かった。

メソディスト派の会員が上層の労働者階級や下

層の中流階級尚身者であったのに対1..-，初期パプ

テスト派の多くはアメリカ独立革命期にジャマイ

カへ渡った奴隷ないし元奴織であった。独立革命

初期よりアメリカでは奴隷をめぐる論議や決定が

繰り返されたが，一部の奴隷は逃亡なャし解放に

より自由になった。革命後に黒人が「真の独立」

を目指したのは宗教であり擢"，革命中にライル

が始めた黒人のみの独立教会設置の動きはさらに

ーー司研究 ノートー一

推進された。アメリカ黒人との身体的，社会的背

景の共通点、は何よりもジャマイカ黒人にアピール

1..-，同じ黒人のリーダーシップは新鮮な驚き，安

心感，共感，期待を彼らに植えつけたのである。

また教会は教理の他に読み書きも教え，黒人の

教育に大きく貢献し，新しい思考法やリーダー

シップを発展させることにもなった惟引。そして

キングストンというさまざまな人聞や物資ゃ情報

がゆきかう都市で，多様なしかもプランテーショ

y労働ほど苛酷でない仕事〈町〉に従事Lた黒人町

生活状況も，教会の別の発展要因となったと思わ

れる。

ライノレの他に指導者として有名なのはベイカー

(M<田曲 Baker)，ノレイス (GeorgeLewis)， そしてギ

ップ (GeorgeGibb)である。エューヨークからき

たムラートの元奴隷ベイカーは，ライルから洗礼

を受けた。 1789年，セント・ジェームズ教区にお

いて，あるキロスト教徒のプランターが買ったパ

プテス ト派の奴隷の要請を受けてベイカーが呼ば

れ，教会が開設された。彼の型鍵懇依にイギリス

人宣教師が驚いた話も残っているので，かなり土

着派に近かったようである。 1806年の奴隷説教法

により14年まで説教が禁じられたが，そのときに

は約5∞人の教会員を擁L-.島内のベイカー派信

者は3町田人を下らなかった惜的。やがて彼は高齢

と視力の衰えもあり，大規模な教会を指揮しきれ

ず，イギリスに援助を要請した。

ヴアークニ7より来島した奴隷のノレイスは，キ

ングストンの女主λに許されてライノレ同様行商を

した。 r毎月いくらかを主人に払い，彼女のもk
を離れるための切符を入手1..-，頻繁にマンチェス

ターやセント・エリザベス教区内を回った。やが

て奴隷の閑でよく知られ，行った先々で夜は彼ら

に固まれた」惜別という。ただアフリ力人の彼は
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「白人のキりスト教を意図的に拒否1.-，よりアフ

リカ的な解釈をした真の異教徒」であったらしヤ

世間L土着派の典型的人物と言える。

アメリカ化したアフリカ人のギップも元奴隷で

あった惜20.初めはセント ・トマス ・イン・ザ・ゲ

ェイル，後にはセント ・メアリ ー教区を中心に，

北部海岸地帯で伝道活動をした.彼の死後は，有名

な宣教師フィリッポ(J皿esPhillippo)が受け継ぐ。

2. r正統派」志向と r21箇条の契約」

ライルら当初の指導者(ルイスを除き〉は，教理

や儀礼において「正統派J志向，つまり白人教会

の模倣路線を辿ったようである。ライノレやベイカ

ーは，英米の同胞と手紙も交換していた。 r正統
派」の範囲の限定は困難であるが，何を指針とし

てライノレは 「正統派Jを目指したのか。その重要

な鍵kなるのは rl777年にアメリカで.1783年に

ジャマイカで始まった符洗礼派教会の契約」中に

述べられてヤる21箇条の契約惟12)である。それら

を簡略化して並べてみよう。

11)聖書に則9，再洗礼派の立場をとる(マタイ

3: 13; IIコリント 6'1H8)， (2)公岡の礼拝を主日

に守札 賛美1.-，イエス ・キリストの福音をll:ベ

伝える(マル:::116:2， 5-6;コロサイ 3'16)， (3)父，

子，型震の屯により洗礼を川なν、し豊富な木のあ

る所で受ける〈マタイ3:13， 16-17， 18 四，マルコ

16' 15-16)， (4)聖餐を受ける〈マルコ14:盟副，ヨ

ハネ6 日 '57)，(5)]["に足を洗い合う(ヨρ ネ13

2-17)， (6)幼な子を受け入れる〈ルカ2 町一団，マル

コ10:13-}的。 (7)病人のために祈り，油を塗る〈ヤ

コプ5'14-15)， (8)互いに罪人を戒め合う〔マタイ

18' 15-18)， (制裁判官その他の官吏を独自に任命

し， 神の言葉に従ってv'tpなる問題も解決する

(催徒6'1-3)， (10)血を流さない〔創世記g:6;マタ

イ羽 田るの. (I ~仲間の争い事など かI事も聖徒の
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前で解決する C1コりント 6'1-3)。同誓わない

(マタイ5'33-37)。凶血を飲まず，絞殺されたもの，

偶像に捧げられた肉を企べない〈佳桂15 四).刷l

'宮沢品などを身につけなヤ(!ベテロ3:4; 1テそ

テ2'9-10)， (同奴識を教会に受貯入れる際，その

品行方正について主人が述ベる(Iベテロ2:13-16; 

Iテサロエケ3'13)。同神の言葉に従った結婚以

外の悶懐は姦援とする C1コリント 7'2;へプル

13' 4)。聞奴織または従者が主人に無作法をした

ら処分される(!コリ y ト7:2;へプル12'4)。岡

本契約の錠からはずれたら非難される〈ルカ12

47-8)。岡本契約を犯す者は追放される(!コリン

ト5'11-13)。岡崎放者でも平和裡に戻9，神の言

葉に従って告白すれば，教会に再び受吋入れら

れ，特権も全て回復されるcnヨハネ1:9-10;ガラ
テヤ6:1-2; )レカ 18:3-4)Q凶型書の戒め，命令，

契約に全て則る(ヨハネ15'7-14)。

この契約の普遍性，信者への浸透度など，不祥

不明な点はある。ただ全条項を霊句の引用で申11塩

化し権威づけした点に「正統派」志向ないし意織

が強くうかがえる。それは栂当なもので，白人の

キリスト教との顕著な差異はなしその規範を自

らのものとしていたかに見える。事実，奴隷制を

容認し，従順を説くなど保守的である。主人の許

可無しの奴織の入会も不可能であった。このよう

な白人追従主義に見える方針ではあったが，裏を

返すと不必要な混乱や白人の危機感や恨みを回避

し，当時の社会状況下で成功する得策ないし安全

策となったようである惟13)(しかしそのためライル

たちはかえって疑われたり，迫容を畳けたこともあ。

た入それがどの程度意図的であったかは不明であ

るが，種当に見える条項も害義的で，しかもアフ

リカの伝統が内在していた。そしてアフリカエズ

ムは解釈過程で鮮明にな り，それが行為として表



現されると多械な形態をと V.なかには「正統派」

とは牙F盾するものも出てきたと忠われる。

たとえば顕著な特徴である浸札(揮3晶〉は，アフ

リカで河川が聖護の宿る場所とされてVるととと

も結びつけられて重要視され，その相似性はきわ

めて意味深長である。内部懲戒や非難(第8.18条〉

や迫放(揮19晶〉はオピアに繋がる。教会員として

の特権(曹団条〉や恩恵は，信者同胞間の狙自の相

E主流や墓地(死桂の安住地〉での埋葬を可能にし

た.また「結婚j惜 14)や「家族j形成(第1暁〕や

内部裁判制度(第9晶〉にも，アフリカの伝統や思

想、が流れてヤる。しかし信条と実際の行為との聞

に軍離も見られた。奴隷制への挑戦としての種々

の抵抗や反乱の首謀者の多くは，オピアマンや土

器パプテスト派のリーダーであったが，反乱の血

なまぐささは，信条の平和的イメージ(第10.13 

条〉とは矛盾する。反乱者はオピアなEの儀礼を

執行し，誓い合って反乱計画を実行したが，これ

は第12条に反する。

ところで r21箇条の契約」中の結婚や裁判制度

は，奴録制により歪曲ないし分断されたアフ日カ

の伝統を補う意義があったと同時に，白人からの

妨害や破援などの理不尽が横行する奴隷制社会 ・

植民地体制への批判でもあった。また確かに問題

点も多いが，これらを明記したことは，支配者の

指威でもある「正統派」の許容する範閉で黒人が

安心して求め得た希望を象徴していたと恩われ

る。そして「正統派Jを志向L-f1J用しながら，奴

鎗制を経験したアフリカ黒人としてのアイデンテ

fティを個人的かつ(鞍会〉集団的に顕在化させる

過程が，アフリカエズムの緒要素の漫厚化となっ

て表出したのであろう。また他方で，キリスト教

的世界観によりアフリカニズムが再解釈されたエ

チオピアニズムと呼ぴ得る潮流も，キリスト教の
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影響を何らかの形で受けた無人の聞に浸透し始め

た。集団的アイデンティティの表出である教会名

などにエチオピア a アピシェアの名を入れるのも

そのーつの表われである。

3 制度的特徴と問題点

教会員相互の交流のあり方はターナー (Victor

Turner)の言う「コミュニタスJ(communitas)<箆15)

に相当する。 rコミュエタス」とは個々人を束縛
する社会構造内の踏要素(地位・役割 ・職業など】

を超えて，相互に人格的交流を共有できる「反構

造」の場である。ところで r21箇条の契約」の支

柱を成す新約聖書は人世裁いてはならないことを

教えているが，人間集団が争いやそねみなどから

完全に解放されるはずはなく，教会員がコミュニ

タス的理想を追求するのに裁判官の任命(描9条〉

は必至であった。敵対する外部社会，つまりジャ

マイカの司法制度は度外視された。 1郎5年のそラ

ント湾の反乱前夜に聞かれた民衆裁判も，ライル

時代の萌芽の成長と解釈されている世16)。アフリ

カニズムの焼直しとも解釈され得るが，教会内の

コミュニタス的交流は，むしろキリスト教の導入

によって形成された新しい形の人間関係と見た方

がよい。

パプテスト教会の一大特徴であるクラス ・リー

ダ-(シップ〉帯jは，教会員を組分けして教理を教

える制度である。ウェスν一派宜教師が採用した

ものを部分的に模倣したもので，ジャマイカへは

アメ日ヵ経由で伝わった。愈速に増大する会員会

衆を統制し教育するため，信徒のなかから「優秀なJ

人物を選ぴ，クラス.9ーダーとした。何百人もを

l人の聖職者が牧会するのは不可能で，しかも前

述のような宗教的な堕落やその他の環境条件の劣

悪さのゆえに悪名高い植民地に送られる宣教師が

少なかったからである.飢え渇いた魂を一時的に
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満たすのは困難でなかったにせよ，持続的に個々

人の異なった必要を満たすには，内部の組織化は

必然的であった。プランテーション内のリーダー

〈監暫，ボイラーマン，石Lなど重要な世割を与えられ

でいた〉は，教会のリーグ」になる傾向があった。

しかしリーダーの資格，基準，選定法は暖昧で

多くの問題点在残した。黒人 ・混血を問わず，不

完全でも祈りのー形式を駆使できればリーダーの

候補になった哩17)"主た悪質な者でも人びkにア

ピールする夢(work)による啓示や型盤想依など，

シンクレティックな現象やカを利用してリーダー

になるととができた。威信が高く，注目されるリ

ーダーの座を獲得すると，彼は影響力拡大のため

に人間関係のネットワークを統制し，専制的にさ

えなった。彼は向らの解釈に依存し，上層部から

の指導や批判を回避ないL拒否し，また攻撃的に

なった。彼は一方で信徒との関係を密にL-，独立

独歩の傾向を強め，他方で牧会者との距離を徐々

に拡げていった。たとえばライルやベイカーはイ

ギリスのパプテスト協会よ pr正統派Jを目指す
よう要持されるが，土着派の反応は批判的であっ

た。しかし奇妙なことに，土着派のリ←ダーが宣

教教会のリーダー(たとえば執事〕をも兼ねていた

ととがあった。

ところで奴隷の聞で最も畏れられていたオピ

アマンの権威や権力は，多くの黒人がパフーテスト

教会に引寄せられるにつれ， クラス ・リーダー

の方に移行した。リーダーシップは拡大解釈さ

れ，リーダーは型俗双方の領域で多大な発言権を

行使L-.特にその政治的意識は強くなった。彼は

「キリスト教化されたオピアマン」のような存在

となり，信徒伺の奴隷制への抵抗を思想的に鼓舞

し，実践上の指揮官として反乱世組織する力を持

ったのである。

.00  

もう一つの顕著な特徴であるチケット ・リーダ

ー制は道徳面の悪化も招いた。名前と地{立が記さ

れ，身分証明と特権保持を意味した切符は，定期

的に更新されるものであった。洗礼や聖餐もそれ

無しでは受けられず，有料であったが大勢が入手

しようとし，また申持者は拒まれなかった。切符

はクラス ・リーダーが渡し，彼は自らの影響カ拡

大のためにも，できるだ吋多くの者に洗礼を授け

た。洗礼料で私腹を肥やす者もいた。好色なリー

ダーが少立に洗礼と引換えに性的関係を結ぶこと

を強要した話も残っている唯18)" このように安易

で不節制な集団主義的会員獲得方法および教理を

批判したのは長老派であったが，他の福昔諸派も

チケット制を採用していた。

会員資械の有名無実化は，教会内教育のそれを

も意味し，何でも自由に取り込んで，教会のあり

方 ・教理 ・信仰形態なrを再形成した。アフリカ
ニズムを顕在化L明らかに「異端j化したものは

分離なャL分裂Lた。ある分派はユダヤ教を模倣

吸収した世間。こうして制度函でも，土着パプテ

スト派は自らの目的に合致する形で社会内の一応

定着した慣習・伝統といった文化的諸要素を内化

しつつ変容させ，独自のものを編成したのである 0

4 分派形成

分派形成は，それが発展ないし内部活性化的ダ

イナミズムを示す点で，肯定的側而を持つ。また

リーダーを中心とした黒人奴隷や元奴隷による自

格的小集団の形成や発展も意味し，自立した黒人

意識を世Hじしたと言える。しかし同時に，分裂拡

散の原因ともなり，異端を多く生み，また集団と

しては組織化も未熟のまま後に衰退せざるを件な

い原因ともなった点で，否定的側面を持つもので

あったことは見逃せない。

ところで分派形成が内部対立や葛藤などを原悶



として生じたにしろ，それをも正当化しうる背f去

を前述のr21箇条の契約jのなかに見ることができ

る。たとえば第1条の後半の参照聖勾や，教会員

としての特権および恩恵と引換えの非難〈第18条〉

や追放(揖19条〉も要因となり得る。第l条は別と

Lて，アフワカニズム円背景がそこにはある。

分裂の主因は牧師とクラス ・リーダーとの対立

で，発地は社会問題よ Pもパーソナリティの葛藤

であった惟冊目しかし社会問題も重要な背景であ

る。その筆頭は結婚や私生児の洗礼であった。結

婚や家族関係は長期にわたり意図的に白人によっ

て破擁されてきたものであるo結婚に関しては奴

緑制末期に奴隷法の改持をみたが，私生児の数は

聖書しく，また干供は幼少時の一定期間母親の保護

を受ければ十分と見なされた(出il.奴隷の問では

一夫多妻傾向や性的「放縦」も見られた。そのよう

な状況では， r正統派」の要求する「結婚」生活の実
現と持続は闘難をきわめた。リーダーがその力を

利用して「姦淫Jを続けた例もあった。 r姦淫」

する者は「正統派」から非難され，ある者は「正

統派」を縫れた。また一夫多妻や母系制の部族伝

統をより重視し正当化した者たちも r正統派」
内?と締まらなかった。

再統干し派は幼児洗礼を認めない立場であった

が，そこにも土着派が分離する理由が考えられるa

出産や育児に関する慣習は白人文化の介入が最も

少ない領域の一つでるp，アフリカの伝統が保持

されやすかった。また乳幼児死亡率が高かったた

め，子供を早い時期に受洗させ，祝福と死後の安息

を願ったとも考えられる。洗礼に独自の意味を付

与Lて儀礼を入主化したものは，宣教師の非難の

的止なった。解釈の相違からパプテスマのヨハネ

を重視してイエス・キリストよりカある人物であ

るとするなど，教理の強調点の移行は「正統派」
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からみれば異端であった。

奴隷にとって，時間的制約と白人の意図的な妨

害や機会剥奪のため，教会での読み書きや教理の

把握は一般的に断片的なものであった。しかし奴

識のなかにはきわめて理解力に鋭敏で聖書に精通

し，教えられていない箇所から教訓を学んだ者も

いた。読める者は新聞などを通じて「外の世界J

の情勢を把握1.-，説教者の諮る内容と比較さえし

た。そして彼らの意思は奴隷仲間に伝達された。

また祖国の無文字社会の口頭伝承の背景，宗教思

想や行為は，奴隷がキリスト教を受容する際の出

発点でもあった。黒人のキリスト教徒とて，内在す

るアフリカニズムを完全に捨て去り，白人の伝え

たキリスト教一色に染まることはほとんEなかっ

た。土着派はまずアフリカヱズムを核としたアイ

デンティティにもとづいてキリスト教徒たちんと

し，そして自らの正統性を主張したのである。

左ころで白人宣教師や牧師は，黒人にとって両

義的な存在であった。ー方では友および解放者に

相当したが，他方ではやはり体制側の一員，そし

て黒人への批判者とさえなった。彼らは白人のな

かでは確かに最も近く黒人に接近し得たが，黒人

文化の真の理解者とは言い難かった。婚姻や洗礼

の問題もさるととながら，それまで推奨，黙認，

無視ないし不干渉の対象であった黒人に受容され

たクリオール社会の諸慣習を翻って批判，攻撃L

たからである。たとえばクリスマス祝会がそうで

あった。当然黒人の反感を買い， 1841年にはキン

グストンで暴動も起きた借問。このような白人の

態度の変化も f正統派」から分離する要因となっ

たと考えられる。

ともあれ1843年には，土着パプテスト派は全島

で25カ所の札拝所(うち8，9カ所は教会堂)で14人

の牧師， 8凪旧人の信徒を数えたC!t23)。また同じこ

'0' 
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ろ，全島でキリスト教の定期礼拝所は 226カ所，

不定期集会分を吉めると 3∞カ所以上になり，教

派別牧師はいないとさえ1805年には言われたのに

116人に滑えた，とフィリッポは述べている擢叫。

全般的にキリスト教が拡張していくなかで，アフ

リカエズムをいわば核とする土着パフ・テスト派

も，独自のアイデンティティを持って分派形成L

ながら伸長した。また彼らのなかに，完全に「正

統派jから分離独立するのではなくそれと接点在

持った者たちがいたと左は，土着派の多様性を示

すと同時に 「正統派」教会内の黒人同胞とのコミ

ュニケーションが卜分存在していたことを物語っ

ているのである。

〈注1) 同僚のセクトは 『土着メソディスト」， rS1
，.. I ." ""1''' 
Eキ，-"ト教徒」と呼ばれる。 Turner.前鍋書， 57へ

-，"， 
-0  

〈校 2) たとえばSchuler，前縄¥11.彼女は筆者へ

の私信でも強調している.

〈注 3) Tumer，前掲宮.

〈注4) オズボーンとジ .~ストンは“ Thomas

Swingle"，タ ナは“Swigle"と輯っているが，不

苦手.

(注5) ジョン フヲ γタリン曹，弁幽義光・木内

liI世 ・猿谷要・中川文雄訳『アメリカ黒人の歴史 奴

韓から自由へ』 研究社 1町8年 115ページ〈原著

Franklin， John H.， From Slavery tq Fl押 d町 l:A 

History 01 Negro Americ，ω'ZS，第 4111i，ユューヨ}

グ. A1fred A. Knopf， 1974年).

〈注6) Tumer，前掲番， 89ベーシa

〈注7) 世らのなかには請負人O油国，)と Lてプラ

ンテー γ ，ンの置労働やさ愛区会の道路工事に従事する

者や，売春婦もいた.将来の社会提展，特に個人とし

てクリオール化の進展に綾も重要な貢献をした，とプ

ラスウヱイト岬備するのは小売商人(出向田n)

や専門験人で，大工，放経師，機滅工鋭1f. 行商人

(higgler)が代表的であった.漁師，水夫，船頭，水先

案内人，カヌ←i曹i".木こり，道案内，狩人，火消し

などもいた"Brathwa山.The D四 elQPm問 tof...... 

159......161ベジ.
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〈注 8) プヲ λウェイトやヵーテインによると，彼

は同じ&区内でも別名のプラ γ テ シg ン内で伝道

し，ターナーはトレローユー教区内と曾及している。

プランターはタウエーカー派だうたらし L、。同上苫

163ベ一九 Cu由民 TωoJamajcQS'" "， 33べ-/"

Turner，前掲曾， 11ヘシ.

CI支9) Brathwaite， The n.凹 telotmel/tザ
163ペ ν。

(注目) Curtin， Two Jamaic，田 .32ヘーν。
(ロ'11) ジャマイカでは珍し〈女性奴織を饗と Lて

いた，それは再婚で，初婚の相手は担血であった。 B目

th岡山，川， D四 elopmentof...... 163ベジ。

〈注12) The C回目ant 01 the Anabap加"

Church Rega11 in America in 1777 alld in Jamaica 

17剖より級料されたものによる" Brown， Beverley， 

“George Lide: Black Baptist and Pan-Africanist 

17反)-1826，"Savacou. 第11-12号， 1975年9月.61

-63ヘシ.

(在日〉向上論文田ベ-;-*問。

UH4) 1826年の奴練法においても，主人の許可無

しの奴晶の結婚は認められなかったが，それほど「結

綴」は特権であったとも曾える。

(注15) Tumer， Victor， The Ritual Proce.fS 

Stn4cture山'Id Anti-Structure， シカゴ， Aldine， 

1969年。

(注16) Brown.前鍋論文， 64ヘ シ。工のE乱後

植民地政府の対処の行き過ぎにより， ジャマイカは
I ~ " ".. ~ ... ーも

王領I貧格植民地へと後退し，それまで若干草萱できた

政治的自幽は奪われた.

〈注目) Tucner， M.，前掲l，D， 57ぺ日ジ。

〈注18) Oshome; Johnston，別措世.138ペシa
，，+otー，

(注19) 会堂のあった λパヱツシュ ・タ ウンの一派

は，豚を食べず，上曜日に安息日を守勺た。また田教

会の部分的際倣も別の派で見られた"Turner， M.，前

掲曾.58べ ν。

(注目，) Abrahams， Peter， Jamaica: An lsland 

Mosaic，ロント/'.Her Majesty's Stationery 0筒oe.

1957年.1叩-101ページ.

(注21) 現在に間〈構造的問囲として対観中心

(mntrifocal)家族があるが， その原闘を奴主義制に求め

る見解がおる.その他に，ア シャンティ仏.shanti)依

の母系制の残存ー宜容一再解釈とみる且解もある.

〈注22) 地方警察の力も及ぱず軍隊出動ξなり，死



亡者2名，負傷者多散の結果をみた。

〈住23) Phillippo，前掲凪 285，289， 294ペ-"/0 

(技24) 同k寓 285，289ぺ日ジ.

N 黒人キリスト教徒の苦悩と闘い

ト 迫害と不信感の増大

ジャマイカは最も忍耐と死の覚悟を求められた

宣教地として知られていた。宣教師はえてして奴

隷の抵抗の陰の扇動者と見なされ，体制を骨すも

のとして敵視された。そして教会封鎖 ・宣教師や

牧師らの逮捕，ひいては絞首刑に至るさまざまな

迫害が加えられた。

当時説教の資格はロンドン司教から得なくては

ならず，福音諸派の「敵jは国教会でもあった。

19世紀には国教会以外の牧師による改宗を禁じる

法椋もいくつか制定された。プランターの許可証

無しに説教した知的で思慮深い敬虞なあるクラ

ス・リーグーは，民兵に捕えられ 5∞屈の鞭打

ち刑の後，生涯鎖に繋がれたままの仕事を命じら

れたという世日。

奴隷の抵抗を抑えるための戒厳令も出され，ま

たキリスト教徒の奴隷にとって最も大切な集会の

一つであった祈璃会もプランターによりつぶされ

た。議会が折踏会を禁止したのは1805年であった

が，その5年後にはキリスト教徒の奴隷に対する

苛酷な迫害も一段と厳しくなった〈渡的。ある祈踏

会では見せしめのためにクラス ・リーダーの首が

はねられた。残された黒人たちはその首の前で，

主人を含め白人全員がキリストを信じ救われんこ

とを敬虞に祈世，祝福を願ったという惟3)，

これらの背景には黒人説教師に対する根強い偏

見もあった。彼らは「正統派」キリスト教集の白

人からもなかなか同胞とは見なされなかった。黒

人教会に対する評価も多様であった。宣教師にと

研究ノート

って土着パプテスト派は思想上の敵であり，政治

的脅威を与える存在であった。穏健で平和主義，

また植民地政府に関係した仕事もしたライルでさ

え，かえって現地の権威者の疑いを招いた。従順

を説くキリスト教を支配者側は政治的に利用し奨

励もしたが，彼らに不都合な平等の概念なEも広

まり，奴隷のアイデンティティ追求と権利意識が

高まり，反乱の動機に繋がっていることを感じと

るや，翻って弾圧したのである。

迫害の理由は宗教的というよりは社会的，政治

的，経済的であったが，黒人と白人の宗教観の差

異も原因した。多くの宣教師は聖俗分離の立場に

固執しがちであった。奴隷制自体を罪と見るのに

時聞を要したのにも，そういった根本的な背景が

あった。他方黒人には，宗教が他の生活領域と不

可分で，かつ多大な影響を及ぼすアフリカの伝統

が息づいていた。奴隷は何よりもその身分からの

解放を含めた全人的救済を終始願望した。奴隷制

反対集会で数百人が教会堂。己入りきれなかった

惜りという人気のほEも，宣教師たちに聖俗非分

離の解放者の役割が期待され，キリスト教にその

源泉が求められたことの表われである。それで自

由への欲求がきわめて強かった奴隷解放前年に，

宣教師が法秩序を楯に忍耐を説くや，奴隷は彼ら

を非難した。また1840年代初期にも実質的な自由・

平等を求めた黒人は議論での時い見通しに業を煮

や1.-，プランテーションの集会所在占拠したり宣

教師を襲ったのである。

生産や利益に大きな支障がない限~ ，白人は奴

隷の私生活の細部についてはむしろ放任し，楽観

的態度でいた。腐りや音楽な Eも奴隷を楊気に

し，労働への活力を養川欲求不満を解消できる

と白人は考え，また自ら眺め楽しんだこともあ勺

た。これらに娯楽以上の意味と機能があることを

'03 
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白人が知ったのは，抵抗が頻発するようになって

からである。夜間正陵部での Fラム，プfラガラ，

笛などを使った激しいリズムの音楽と踊りの集い

は，オピアやマイルなEの儀礼かもしれなかっ

た。ドラムやそれ中心の音楽は神々との，また相

互のコミュニケーション手段であり世S入懇依や

トランスを媒介する。反乱計画の伝達にも使用さ
"，だ

れたドラム，角笛，貝などによる騒音は1717年に禁

止された。しかしいかなる集会の禁止による黒人

文化の抹殺意図も，不成功に終わった。そして束

縛や禁止事項の増大は，黒人の臼人に対する不信

感をも増幅させたのである。

ジャマイカでのキリスト教徒に対する大弾圧は

1802年， 1釦7-14年， 26年， 32年とカリ プ海の他

地域に比ベると多い。興味深いことに， 国家との

粋が強力なカトリックや国教会は弾圧側であっ

た。特に1832年の弾庄は， 31年末の大反乱への対

処であり，特にパプテスト派宣教師はその扇動者

として不当に厳しく嗣せられた。また弾圧の一環

として設立された悪名高い植民地教会連合(CCU)

は，名目上は国教会の教理を擁護し，非国教会派

の監普組織や宣教会(CMS)に反対したが，実際は

黒人の弾圧や非国教会派聖職者の島外追放を目的

としたプランターの組織であった。このような

「同信Jの者の内部分裂，闘争や弾圧のあるキリ

スト教に対して，黒人の見解も複雑化!-，また全面

的信頼を寄せられないものと映ったと恩われる。

ところで迫害が厳しくなるほI!， キリスト教徒

の一部は信仰を深め，またある一部は信仰を捨て

る。前者の場合，現在に続く聖書的常套表現の「地

上の捕われ人」をしてのアイデンティティが，ま

さに信仰生活と社会的身分において合致した。そ

れは同じく型書的表現で「エチオピア/クシュの
ザイアスボ，

民J，r離散した~v、イスラエル人」など， 民族性

'04 

を前面に山す意識の流布に繋がった。ジャマイカ

植民地議会の1718年の法文では，黒人を「クシュ

の息子たち」と表現しているが慌6〉， エチオ ピア

ニズムの観念はかなり初期より広まった。

ヱチオピアニズムはヱチオピアを独立自噂ない

し解放の象徴とする見方である。 rエチオピアJ
はたとえば大航海時代にはアフリカ全土をも指

し， rヱチオピア人」は黒人を意味していた。また

それらが聖書のなかで何度も言及され，特別の意

義を与えられていることと，古くからコプト教に

近い独自のキリス卜教を発展させていたこと kが

相まって，エチオピアはきわめて特異で重要な存

在と見なされてきた。つま Pエチオピアニス.ムで

は黒人性とキリスト教が合体しているのである。

ただLジャマイカのヱチオピアニズムはヨ←ロッ

パ植民地主義の弥富により， (クリオール社会の)

伝統的なアフリカエズムの側面を部分的にしろ軽

視，曲解ない し排除しよ うとする流れさえも派生

させた。

つまり迫害は， 一方では信徒内部の人種的(黒

白〉分離と一部の黒人によるキ リスト教に対する

不信感を摺幅させたが，他方では黒人にキリスト

教の立場を認識させ，信徒同胞の連帯感を強化し，

ヱチオピアニズムの観念を発展させ部では人

種を超えたアイデンティティをも創り出した。特

にエチオピアニズムはキリスト教の影響で喚起さ

れた人間平等思想、左も結びつき，当然の権利とし

て奴隷身分よりの解放が当面の闘いの目標とされ

たのである。

2 偲隷の抵抗とキリスト教

奴隷はアフリカで「章捕」されたをきより，さ
! r，....'ッ・ーグ

まざまな形で抵抗してきた。彼らが 「中間航路」

の途中で恐怖のあまり自殺した例は少なくない。

プランテーションに売却されてからも，消極的抵



抗〈労耐拒否，非能率，怠世，逃避，あてこすり，逃

亡，自殺〉も積極的抵抗(個人的暴力，集団暴動〉も

頻々と見られた，1:パタソンは指摘している惜"0
これらの抵抗の背景にはアフリカ人Jとしてのアイ

デンティティが絡んでいた。

彼の説明を参考にすると，たとえば労働拒否や

怠慢の口実のなかで，病気，故意による古傷の開

口，寄生虫による足の不具世8L排便・排尿惜別，

月経痛，妊娠，長期間の授乳などは日常茶飯事で

あり ，T:性の生理に視するものはアフリカの伝統，

慣習の残存に貢献した。あてこすりとしては奴隷

聞の相互牽制，噛笑p 不信，追放なEがオピアの

一環として行なわれた。素人判事が慣かれ，内輪

もめの内部解消に当った。 とれらは前述の r21箇

条の契約Jとも繋がる。逃亡では既成のマルーン

のロミュエティの他，目!の丘陵にコミュニティを

形成した場合もあった〈出OL首吊りや土を食ベて

窒息するととによる自殺は， 1771-88年に最も頻

発した。ガーナ出身の奴隷(特にイポ族〉は集団自

殺も辞さなかったが，それは死後ギニアに帰れる

という信仰が強かったためと解釈されている。ま

た1760牢の反乱に失敗した誇り1高いアシャンティ

戦士も自殺を選んだ。

暴力的な個人行為で最も一般的であった毒殺

は，オピアマンが介在していた。 パタ ソンは集団

暴動を次のように分類している。 (1)偶発的で，領

地内か隣接する 2，3の領地内でのもの。主な動

機は恐怖よ Pの逃避白 (2)計画的で，全島規模のも

の(パプテスト戦争loあるいはある集団による白人

の完全追放と支配権の獲得を意図したもの(タキ

ーの反乱，コロマンティ族の圧剖占。 (3)(1)と(2)の合同

形態ないし独立して発展したもの(逃亡奴隷の反乱

1725-40年の第llXマルーン戦争.y註l!)。

ジャマイカの奴隷反乱は，規模や期間において

←4←‘ 研究ノート~ーーーーーー

南北両アメリカの平均をはるかに上回るものであ

勺た。第 1次マルーン戦争，タキーの反乱，パプ

テスト戦争は17-18世紀を通じての3大反乱と呼

ばれたが，各1目旧人を越す奴隷が参加したと言わ

れているロ前二者におけるさまざまな要因のなか

で，部族的アイヂンティティは重要な意味を持っ

ていた。特にアカン語系諸部族はその点際立つて

いた世12)"たとえば1760年のセント・メアリ ー教

区でのタキーをリーダ-1:する反乱はウヱストモ

アランド，セント・ジョン，セント・トマス ・イ

ン・ジ・イースト，セント・ジヱイムズ，クラレンド

ン，セント・ドロシー各教区，そしてキングストン

市内と広範囲に飛火したが，そのいずれにおいて

もアカン，特lζコロマンティ族が大勢を占めた。
• _ 0 

コロマンティ族のタキーはアフリカでは首長であ

った。オピアマンやプランテーション内のリーダ

ー格の者は重要な役割を担った。この段階におけ

るオピアマンの役割は，アシャンティ族の軍事行

動での司祭や呪術師のそれと非常に似ていたとい

う〈琵13)。

1831年のクリスマス週間の反乱では，奴隷の出

自に関する記録はないようであるが位10，それ自

体，当初の部族的アイデンティティの強烈さや排

他主義的傾向が相対的に弱まっていたととを示す

と考えられる。出自は相Eに認識されていたにし

ろ，部族問の性交渉，クリオールの増加などで，

部族問境界は暖昧化しつつあった。またクリオー

ノレ化の進行により，白人が階級差を超えて人種的

アイデンティティを強固に保持し団結したと問

機，黒人は人種意識を部族意識よりも強化してい

った。確かにアフリカ人同士， マJレーンとプラン

テーション奴隷，クリオーJレとアフリカ人との相

E不信や札幌は〈個人的理由も介在して〕有効な抵

抗を不成功に終わらせたことも多かった。特にア

10ラ
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カン語系諸部族出身以外の少数派奴隷による白人

への密告などのスパイ行為は，アカン系の排他主

議に一因した。キリスト教の普及は，多少なりと

もそういった黒人間の緊張の緩和と部族問の差異

を乗り越えた同胞愛並びに団結心を育成する一助

左なったと考えられる。

別名「パプテスト戦争」と呼ばれるとの反乱で

は，傑出したリーグーのシャープ (Sam(uelJ

Sharp(eJ)や他の中心的人物をはじめ多くの参加者

が，バプテスト派と関係があった世田。シャープは

宣教教会に基盤を置いた土着パフ'テスト教会のリ

ーダーであり， I1也の重要な役割を担ったのも土着

派の説教師であった。彼は町の家内奴隷，他は町の

馬具製造人，プランテーションの監督頭や熟練工

なEの婆職にあり，主人の信頼を得ていた。その

多くがクリオーノレであった。彼らのなかにはパプ

テスト宣教会の会員ないし出席者でかつ土着派の

リーダーであった者もいたが〈由"，彼らのように

二股かけた存在は，主主層的で広範囲に伝達が可能

な黒人間のネットワークの存在をも示していた。

これは反乱組織の基盤と拡大の一大要因となった

のである。

反乱の当初の目的は賃金ストライキのよ うであ

ったが，同時に自由の獲得も掲げられたことが奴

隷にアピールした。アメリカ独立革命やハイチ独

立革命 (1798-1回4年〉の記憶と奴隷解放運動とい

った外側からの刺激もあった。そして何よりも奴

隷は自由と平等を求めていた。この解放ないし救

済の欲求は，アフリカエズムとキリスト教が融合L

たきわめて政治，経済，社会的なものであったが，

期待されていた宣教教会はこれらを満たすもので

はなかった。黒人キリスト教徒は，宜教活動や教

会組織がコミュニタス的支流のなかで例示した平

等のあり方， リーダーシップ，集会のネットワー

，06 
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クなEを「新しい権威のモデルj世間とし，自ら

が聖書ないし説教師の教えより解説した自由を獲

得するために立ち上がったのである。そこでは部

族意識やクリオーノレか否かを問わず，鼎人奴隷と

してのアイデンティティとそが問題であった。

今世紀の土着派ないし黒人の独立分離教会派の

なかには，たとえば1920年代のベドワード運動

〈自ののように植民地主義，帝国主義の積年の構造

的抑圧への抵抗として，黒人と白人の対決と黒人

優越主義を戦闘的に唱道G，しかもそれがキリス

ト教的終末観とメシアニズムを色濃く反映した動

きも山てきた。しかし当時の土着派が見せた政治

意識の人種主義的傾向は，マイリストやアカンの

排他主義のように極端ではなかった。この土着派

の抵抗は，現代の黒人神学者コーン(JamesH 

Cone)をはじめとする(黒人)解放の神学が主張す

るのと同慌に r抑圧された人びとの自由への闘
争において啓示される彼[イエス一一筆者〕を知

るJ'出のことを体現したものと拡大解釈できょう。

彼らにとって，イエス k黒人性は二者択一のもの

ではなく，抑圧からの解放者である神はまさに黒

人の神と解釈されたのである。

アフリカの伝統的世界観とクリオール社会の価

値観を背公に，黒人は非合理で非人間的な環境で

の存在意義と希望を求め，主体性を持ってキリ ス

ト教を受容した。また目的意織に合わせてその諸

要素の取捨選択と変換，さらに再解釈といった過

程を経て，やはりクリオール化されたアフリカニ

ズムをも同様の過程に置きつつ，土着バプテスト

派を代表とするアフロ ・キリスト教系諸宗派を形

成した。土着派は自らを正統派としつつ宣教師の

意図とは別のキリスト教の形態を編成したが，奴

隷制を経験した黒人にとって，黒人性ないしアフ

リカニズムを礎にしない教会は真実であり得なか



った。そのため，彼らがキリスト教のメッセージか

ら解読した自由や平等への希求は，まさに奴主主制

の打破を目指した政治的・社会的な闘いとなって

表現され，しカも教会主導型に近い形態をとった。

それは「神，われらとともに在L，闘い給う」と

いう信仰に裏打ちされたものであったのである。

ところで現代の黒人の多くはパプテスト派をは

じめとする「正統派」ないし，今世紀初期にアメ

リカからもたらされたチャ チ ・オず・ゴッド

(Church of G。のその他の ベンテコステ系諸派に

属している。土着派のアフロ・キリスト教系諸宗派

7'1""'0{ .. 
(信仰は重興派ども韓称される〉はごく少数となり，ま

さに「消えゆく宗教j惜問の地位を余儀なくされ

ている。しかしグイナミス'ムを失ったその土着派

のなかから，土着主義的再活性化運動とでも呼ベ

るラスタファリ運動が 1930年に生まれ，現在に

至るまで鴬くベき広が9を見せ，かっ多機化して

いる。同運動と土着パフ・テスト派には共通する側

面も多しその意味でも初期の土着パプテスト教

会を扱うことは意義がある。またキリスト教の土

着化ないしキリスト教的土着主義運動，ク リオー

ル社会 ・文化のなかのアフリカニズムとその変

容，アフロ・キリスト教系諸宗派の変容と人種

(，'.'1人〉的アイデンティティとヱスエシティ，黒人

の日ーダーシップと教会と民衆の抵抗運動など，

それぞれが相互に関連するテーマは，本稿での多

岐にわたる関心事のうち現代に繋がる主要な問題

点である。これらは土着パプテスト教会の1830年

代以降の変化(衰iID過程とともに，残された課題

である.

〈柱。 McLeod，:Marian B.. "Rev. Thomas P 

Callender and the Jamaican Church，" O. R 

Dathorne嗣. The Afro World: Ad:山 nt削世間

ldeas，コラル ・ゲイプルズ(プロリダ)， Association 

of Caribbean Stud悶 andthe U血versityof Wis. 
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consin System， 1984~~ ， 123ペー ジ.

(11' 2) ライルの教会が発展しだ1810年以降，特に

20年代には，プラソテー γ 羽ン経営の収益を上げるf
めプヲンターの奴隷に対する取』吸いは特に厳Lさを増

した。

(1主3) その祈りを聞く企臼人はそのまま立去っ
たoBrown，前掲論文.64.....65ヘ ン。

(1汁 4) Phillippo，前掲曾，国Sベージ。
'戸"'，.，."予.

(性 5) たとえばヨルJ、(Yoruba)族の話し太鼓は

部族語の音調と一致し， ドラムで語りメッセージの伝

迭も可能である.

Ctl: 6) Joumals 01 the Assembly ol.Jamaica， 
第4巻.122ベーシ。

〈庄7) Patterson，前縄自，第E章。

(住 8) 足が不具になるまで足の指6こ寄生虫を*食

わせること個

(11' 9) 頗繁に京むらに行きたいと訴えること.

〈注10) 一方では，逃亡奴掃を納えて収入を得たマ

ルーンもいた"

(11'11) ただL17岨年以降，反乱奴織とマルーソは

法的に区別され，相互のE発があった.
(注12) Schuler， M.，“Akan Slave Rebellions in 

the British Caribゐean，"Savacou，第 1を第1号，
19701f 6月 8.....31へ γ怠照.

〈門'13) 向上論文 16へ ジ.
(住14) そのことはシャマイカ仮縫匠乱の歴史のな

かで初めてらしい。向上酋文 26ペ ジ.

f詫15) モンテゴ ・へイの事法会謹にかけられた99
人の奴織のうち 25人以上はパプテスト派であった。

Tum町， M.，前掲書.153ページa

G甘'16) γ ャープは土着派仲間の“Daddy"ないし
“Ruler"となっていた.向上富 152へーシ.

(柱17) 同上書 94......95ペ ジ. r新しい権威のそ
デル」は，例示と鋭得による全人平等主絡で，野人で

ある全入額を救済の対象とし，奴織からこの根本的人

権を剥奪した主人への挑験でもある.

(注18) 下膳階級の黒人ベドワードが中心的リーダ

ーとな り，多くの同階級の黒人の追従者を集め，キソ

グスト γ市内で有名な「白い行進」をして植民地当局

に抗菌した.世はキソグストン郊外のスヲム，オーカ

スト・タウンに大きな石造りの「大陸堂」を建てた「ジ

ャマイヵ ・パヅテスト白血教会jの名を持つ土着パプ

テスト派の牧師であった。

(注19) J 'H・コー ン著，梶原秀訳 『抑圧された者
の神』新教凶版社 1976年 65ページ(原饗 Cone， 

James H.， Godザ品， 0押 ressed，ユューヨータ，
Seabury Pr由民 19751f-)。

(注却1) Chevann田， A. Barry，“Revivalism: A 

Di岨pp回 ringRcligion，" Car・ibbeanQuarterly，第
24巻第3-4培 (1978年9-12月)，1 -17ページ。
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